
(57)【要約】

【課題】　臓器内の前方、側方、後方の広範囲の撮影が

できるとともに、内視鏡に近接する部位を容易に接写で

きるカプセル型の内視鏡を提供する。

【解決手段】　被写体を照らす照明装置１と、被写体を

撮る撮像装置２とを備えたカプセル型の内視鏡１００で

あって、撮像装置２は、撮像素子２ｂと、撮像素子２ｂ

の被写体側に設けられた対物光学系２ａと、対物光学系

２ａの被写体側にあって光軸Ｌを中心に設けられたプリ

ズム２ｃとを備え、プリズム２ｃが光軸Ｌを中心として

回動する。また、内視鏡１００の移動を停止させる停止

装置１２を備え、停止装置１２はドーム状に膨らむ複数

の膨張部材１２ａを備えている。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 被 写 体 を 照 ら す 照 明 装 置 と 、 前 記 被 写 体 を 撮 る 撮 像 装 置 と を 備 え 、 体 腔 内 管 路 を 移 動 し
て 前 記 被 写 体 を 撮 る カ プ セ ル 型 の 内 視 鏡 で あ っ て 、
　 前 記 撮 像 装 置 は 、
　 撮 像 素 子 と 、
　 前 記 撮 像 素 子 の 被 写 体 側 に 設 け ら れ た 対 物 光 学 系 と 、
　 前 記 対 物 光 学 系 の 被 写 体 側 に あ っ て 光 軸 中 心 に 設 け ら れ た プ リ ズ ム と
　 を 備 え 、
　 前 記 プ リ ズ ム が 前 記 光 軸 を 中 心 と し て 回 動 す る こ と を 特 徴 と す る カ プ セ ル 型 の 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 内 視 鏡 の 移 動 を 停 止 さ せ る 停 止 装 置 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の カ
プ セ ル 型 の 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 停 止 装 置 は 膨 張 時 に 前 記 体 腔 内 管 路 に 圧 接 す る 複 数 の 膨 張 部 材 を 備 え た こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の カ プ セ ル 型 の 内 視 鏡 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 カ プ セ ル 型 の 内 視 鏡 に 関 し 、 特 に 、 人 や 動 物 が 飲 み 込 ん で 生 体 内 の あ ら ゆ る
方 向 を 撮 る カ プ セ ル 型 の 内 視 鏡 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 内 視 鏡 は 医 療 用 分 野 お よ び 工 業 用 分 野 で 広 く 採 用 さ れ る よ う に な っ て き た 。 ま た
、 最 近 、 無 線 通 信 手 段 を 備 え て 、 カ プ セ ル 型 に 形 成 さ れ た 内 視 鏡 を 患 者 が 飲 み 込 む こ と に
よ り 、 接 続 ケ ー ブ ル を 必 要 と し な い も の が 使 用 さ れ る よ う に な っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ５ は 、 従 来 の カ プ セ ル 型 の 内 視 鏡 を 示 す 構 成 図 で あ る 。 図 ５ に 示 す よ う に 、 カ プ セ ル
型 の 内 視 鏡 ２ ０ ０ は 、 被 写 体 を 照 ら す 照 明 装 置 （ 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ ） ２ ０ １ と 、 被 写 体 を 撮 る 撮
像 装 置 ２ ０ ２ と 、 照 明 装 置 ２ ０ １ と 撮 像 装 置 ２ ０ ２ と を 覆 う 透 明 カ バ ー ２ ０ ３ と を 備 え 、
撮 像 装 置 ２ ０ ２ は 、 対 物 光 学 系 ２ ０ ２ ａ と 、 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ イ メ ー ジ ャ ー （ 撮 像 素 子 ） ２ ０ ２ ｂ
と を 主 に 備 え て い る 。
　 医 師 が カ プ セ ル 型 の 内 視 鏡 ２ ０ ０ を 患 者 に 飲 み 込 ま せ る こ と に よ り 、 こ の 内 視 鏡 ２ ０ ０
は 、 患 者 の 体 腔 内 管 路 を 通 っ て 体 腔 内 の 臓 器 や 臓 器 管 路 内 壁 面 を 撮 る 。 無 線 通 信 回 路 ２ ０
４ は 、 撮 影 し た 画 像 を 符 号 化 し た 符 号 化 信 号 を 、 体 外 に 設 け ら れ た 受 信 装 置 （ 図 略 ） に 無
線 で 送 信 す る 。 ま た 、 内 視 鏡 ２ ０ ０ に は 、 他 に ア ン テ ナ ２ ０ ５ 、 駆 動 処 理 回 路 ２ ０ ６ 、 お
よ び 電 池 ２ ０ ７ な ど が 搭 載 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ３ ２ ５ ４ ４ １ 号 公 報 （ 段 落 番 号 ０ ０ ３ ０ ～ ０ ０ ３ １ 、 図 ２
）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 被 写 体 を 撮 る 撮 像 装 置 ２ ０ ２ は 、 内 視 鏡 ２ ０ ０ の 進 行 方 向 を 向 け て 設 け
ら れ て お り 、 前 方 お よ び 仰 角 ５ ５ ° 程 度 を 撮 影 で き る に す ぎ な か っ た 。 そ の た め 、 患 者 の
臓 器 や 臓 器 管 路 の 内 壁 面 を 撮 る 際 に 、 内 視 鏡 ２ ０ ０ の 近 傍 を 接 写 で き な い と い う 問 題 が あ
っ た 。
　 ま た 、 近 年 、 患 者 の 臓 器 や 臓 器 管 路 内 に お い て 、 所 定 の 位 置 に 停 止 す る カ プ セ ル 型 の 内
視 鏡 が 使 用 さ れ て い る が 、 撮 影 の た め に 患 部 付 近 に 内 視 鏡 が 停 止 し て も 、 内 視 鏡 に 接 触 す
る 近 傍 を 接 写 で き な い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
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　 本 発 明 は 、 前 記 問 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 臓 器 内 の 前 方 、 側 方 、 後 方
の 広 範 囲 の 撮 影 が で き る と と も に 、 内 視 鏡 に 近 接 す る 部 位 を 容 易 に 接 写 で き る カ プ セ ル 型
の 内 視 鏡 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 前 記 し た 課 題 を 解 決 す る 本 発 明 の う ち 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 被 写 体 を 照 ら す 照 明 装
置 と 、 前 記 被 写 体 を 撮 る 撮 像 装 置 と を 備 え 、 体 腔 内 管 路 を 移 動 し て 前 記 被 写 体 を 撮 る カ プ
セ ル 型 の 内 視 鏡 で あ っ て 、 前 記 撮 像 装 置 は 、 撮 像 素 子 と 、 前 記 撮 像 素 子 の 被 写 体 側 に 設 け
ら れ た 対 物 光 学 系 と 、 前 記 対 物 光 学 系 の 被 写 体 側 に あ っ て 光 軸 中 心 に 設 け ら れ た プ リ ズ ム
と を 備 え 、 前 記 プ リ ズ ム が 前 記 光 軸 を 中 心 と し て 回 動 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 対 物 光 学 系 の 光 軸 を 中 心 と し て 回 動 す る プ リ ズ ム を 、
カ プ セ ル 型 の 内 視 鏡 の 被 写 体 側 に 設 け る こ と に よ り 、 カ プ セ ル 型 の 内 視 鏡 が 患 者 の 臓 器 や
臓 器 管 路 を 通 過 す る 際 に 、 臓 器 内 の 前 方 、 側 方 、 後 方 の 広 範 囲 の 撮 影 が で き る と と も に 、
内 視 鏡 に 接 触 ま た は 近 接 す る 部 位 を 容 易 に 接 写 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の カ プ セ ル 型 の 内 視 鏡 で あ っ て 、 前 記 内 視 鏡
の 移 動 を 停 止 さ せ る 停 止 装 置 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 内 視 鏡 の 移 動 を 停 止 さ せ る 停 止 装 置 を 備 え た こ と に よ
り 、 体 腔 内 の 所 望 の 位 置 で 内 視 鏡 を 停 止 さ せ る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 体 腔 内 の 所 望
の 箇 所 を 容 易 に 接 写 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ２ に 記 載 の カ プ セ ル 型 の 内 視 鏡 で あ っ て 、 前 記 停 止 装
置 は 膨 張 時 に 前 記 体 腔 内 管 路 に 圧 接 す る 複 数 の 膨 張 部 材 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 停 止 装 置 が ド ー ム 状 に 膨 ら む 複 数 の 膨 張 部 材 を 備 え 、
さ ら に 、 カ プ セ ル 自 体 の 剛 性 を 維 持 す る 支 柱 を 備 え て い る た め 、 カ プ セ ル 内 に 設 け ら れ た
機 器 に 影 響 を 与 え る こ と な く 膨 張 部 材 を 膨 張 さ せ る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 体 腔 内 の
所 望 の 箇 所 を 精 度 良 く 接 写 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 プ リ ズ ム が 回 動 す る こ と に
よ り 臓 器 内 の 前 方 、 側 方 、 後 方 の 広 範 囲 な 撮 影 が で き る と と も に 、 内 視 鏡 に 接 触 ま た は 近
接 す る 側 方 の 部 位 を 容 易 に 接 写 す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 膨 張 部 材 が 膨 張 し て も カ プ セ ル の 剛 性 を 維 持 す る こ と が で き る た め 、 内 視 鏡 を 精
度 良 く 停 止 さ せ 、 内 視 鏡 に 接 触 す る 近 傍 を 容 易 に 、 か つ 精 度 良 く 接 写 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 適 宜 、 図 を 参 照 し な が ら 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 実
施 形 態 に 係 る カ プ セ ル 型 の 内 視 鏡 を 示 す 構 成 図 で あ る 。
　 図 １ に 示 す よ う に 、 カ プ セ ル 型 の 内 視 鏡 １ ０ ０ （ 以 下 、 単 に 内 視 鏡 と も 称 す ） は 、 被 写
体 を 照 ら す 照 明 装 置 １ と 、 前 記 被 写 体 を 撮 る 撮 像 装 置 ２ と を 主 に 備 え て い る 。 撮 像 装 置 ２
は 、 撮 像 素 子 （ Ｃ Ｃ Ｄ イ メ ー ジ ャ ー ） ２ ｂ と 、 撮 像 素 子 ２ ｂ の 被 写 体 側 に 設 け ら れ た 対 物
光 学 系 （ レ ン ズ 系 ） ２ ａ と 、 対 物 光 学 系 （ レ ン ズ 系 ） ２ ａ の 被 写 体 側 に あ っ て 光 軸 Ｌ を 中
心 に 設 け ら れ た プ リ ズ ム ２ ｃ と を 備 え 、 プ リ ズ ム ２ ｃ が 光 軸 Ｌ を 中 心 と し て 回 動 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 内 視 鏡 １ ０ ０ は 、 対 物 光 学 系 （ レ ン ズ 系 ） ２ ａ の 周 囲 に 照 明 装 置 （ 発 光 ダ イ オ ー
ド ） １ を 配 置 し て 、 被 写 体 の 周 辺 部 ま で 明 る い 良 好 な 画 像 が 得 ら れ る よ う に し て い る 。
　 さ ら に 、 内 視 鏡 １ ０ ０ に は 、 停 止 装 置 １ ２ が 備 え ら れ て い る 。 こ の 停 止 装 置 １ ２ は 、 膨
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張 部 材 １ ２ ａ 、 ガ ス ボ ン ベ １ ２ ｂ か ら 主 に 構 成 さ れ て お り 、 こ の ガ ス ボ ン ベ １ ２ ｂ の 制 御
は 、 制 御 装 置 ６ に よ っ て 行 わ れ る 。 ま た 、 内 視 鏡 １ ０ ０ へ の 電 力 供 給 が 、 電 源 装 置 ７ に よ
っ て 行 わ れ る 。
　 ま た 、 内 視 鏡 １ ０ ０ は 、 そ の 筐 体 に 透 明 カ バ ー ３ と カ プ セ ル １ ９ と を 備 え て い る 。 こ の
透 明 カ バ ー ３ は 、 半 球 面 形 状 に 形 成 さ れ て お り 、 ほ ぼ 筒 状 の カ プ セ ル １ ９ の 両 端 に 液 密 に
接 合 さ れ て い る 。 カ プ セ ル １ ９ に は 、 後 記 す る 支 柱 １ ９ ａ （ 図 ４ 参 照 ） が 複 数 設 け ら れ て
お り 、 こ の 支 柱 １ ９ ａ （ 図 ４ 参 照 ） と 支 柱 １ ９ ａ と の 間 に は 、 膨 張 部 材 １ ２ ａ が 設 け ら れ
て い る 。 な お 、 内 視 鏡 １ ０ ０ の 直 径 は 約 ８ ｍ ｍ 、 全 長 は 約 ２ ０ ｍ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ２ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る カ プ セ ル 型 の 内 視 鏡 の 機 能 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 ２ に
示 す よ う に 、 照 明 装 置 １ 、 撮 像 装 置 ２ 、 駆 動 装 置 ５ 、 無 線 通 信 装 置 ４ 、 お よ び 停 止 装 置 １
２ は 、 制 御 装 置 ６ お よ び 電 源 装 置 ７ と 接 続 さ れ て い る 。 無 線 通 信 装 置 ４ は 、 外 部 制 御 シ ス
テ ム １ ３ と 無 線 通 信 し 、 撮 影 し た 画 像 信 号 を 体 外 の 受 信 装 置 で あ る 外 部 制 御 シ ス テ ム １ ３
に 送 信 す る 。 駆 動 装 置 ５ は 、 後 記 す る プ リ ズ ム 回 動 用 駆 動 装 置 １ ０ お よ び レ ン ズ 上 下 動 用
駆 動 装 置 １ １ に 相 当 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ３ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る カ プ セ ル 型 の 内 視 鏡 が 備 え る 撮 像 装 置 の 詳 細 を 示 し 、 図 １ に
お け る Ａ 部 の 拡 大 図 で あ る 。
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 撮 像 装 置 ２ は 、 撮 像 素 子 （ Ｃ Ｃ Ｄ イ メ ー ジ ャ ー ） ２ ｂ と 、 撮 像 素 子
２ ｂ に 対 し て 被 写 体 側 に 設 け た 対 物 光 学 系 （ レ ン ズ 系 ） ２ ａ と 、 対 物 光 学 系 （ レ ン ズ 系 ）
２ ａ の 被 写 体 側 に あ っ て 光 軸 Ｌ を 中 心 に し て 設 け た プ リ ズ ム ２ ｃ と か ら 主 に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 撮 像 素 子 （ Ｃ Ｃ Ｄ イ メ ー ジ ャ ー ） ２ ｂ は 、 固 体 撮 像 素 子 （ イ メ ー ジ セ ン サ ） で あ る 。 固
体 撮 像 素 子 は 、 こ れ に 限 定 さ れ ず 、 Ｃ Ｃ Ｄ （ Charge coupled device） は も ち ろ ん 、 Ｃ Ｍ
Ｏ Ｓ （ Complementary Metal Oxide Semiconductor） を 用 い て も よ い 。
　 対 物 光 学 系 （ レ ン ズ 系 ） ２ ａ は 、 凸 レ ン ズ ２ ａ ａ 、 凹 レ ン ズ ２ ａ ｂ と か ら 構 成 さ れ て お
り 、 円 盤 状 に メ ニ ス カ ス レ ン ズ を 構 成 し て い る 。
　 プ リ ズ ム ２ ｃ は 、 光 軸 Ｌ を 中 心 と し て 回 動 す る よ う に 円 柱 状 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の プ リ ズ ム ２ ｃ は 、 筒 状 の 保 持 枠 １ ４ に よ っ て 、 保 持 枠 １ ４ の 内 周 面 に 保 持 さ れ て い
る 。 そ し て 、 こ の 保 持 枠 １ ４ の 下 部 端 面 に は 、 筒 状 の 保 持 枠 １ ４ の 円 周 に 沿 っ て 、 摺 動 部
１ ４ ａ が リ ン グ 状 に 配 設 さ れ て い る 。 ま た 、 保 持 枠 １ ４ の 外 周 に は 、 永 久 磁 石 ８ ａ が 外 周
面 に 沿 っ て 埋 設 さ れ て い る 。
　 対 物 光 学 系 ２ ａ は 、 筒 状 の 保 持 枠 １ ５ に よ っ て 、 保 持 枠 １ ５ の 内 周 面 に 保 持 さ れ て い る
。 そ し て 、 こ の 保 持 枠 １ ５ の 上 部 端 面 に は 、 筒 状 の 保 持 枠 １ ５ の 円 周 に 沿 っ て 、 摺 動 部 １
５ ａ が リ ン グ 状 に 配 設 さ れ て い る 。 ま た 、 保 持 枠 １ ５ の 下 部 の 内 周 面 に は 、 ね じ 部 １ ５ ｂ
が 設 け ら れ て い る 。 こ の ね じ 部 １ ５ ｂ は 雌 ね じ で あ る 。 保 持 枠 １ ５ の 外 周 に は 、 永 久 磁 石
８ ｂ が 外 周 面 に 沿 っ て 埋 設 さ れ て い る 。 保 持 枠 １ ５ の 内 周 面 の 上 部 に は 、 筒 状 の 固 定 枠 １
７ が 、 摺 動 部 １ ４ ａ の 内 周 を 摺 動 自 在 に 支 持 し て 配 設 さ れ て い る 。
　 つ ま り 、 摺 動 部 １ ４ ａ は 、 摺 動 部 １ ５ ａ に 摺 動 自 在 に 嵌 入 さ れ 、 さ ら に 、 固 定 枠 １ ７ が
ね じ １ ８ で 保 持 枠 １ ５ に 固 定 さ れ る こ と に よ っ て 、 保 持 枠 １ ４ と 保 持 枠 １ ５ と は 、 摺 動 部
１ ４ ａ ， １ ５ ａ で 互 い に 支 持 し な が ら 、 か つ 互 い に 独 立 し た 回 動 動 作 で 、 光 軸 Ｌ を 中 心 と
し て 滑 ら か に 回 動 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 撮 像 素 子 （ Ｃ Ｃ Ｄ イ メ ー ジ ャ ー ） ２ ｂ は 、 筒 状 の 保 持 枠 １ ６ に よ っ て 保 持 枠 １ ６ の 下 部
に 保 持 さ れ て い る 。 こ の 保 持 枠 １ ６ の 外 周 面 に は 、 ね じ 部 １ ６ ｂ が 設 け ら れ て お り 、 こ の
ね じ 部 １ ６ ｂ は 雄 ね じ で あ る 。
　 ス テ ー タ （ 固 定 子 ） ２ ０ は 、 保 持 枠 １ ４ お よ び 保 持 枠 １ ５ の 外 周 面 に 対 向 し て 、 か つ 隙
間 を 有 し て 、 保 持 枠 １ ４ お よ び 保 持 枠 １ ５ の 外 周 面 に 沿 っ て 筒 状 に 設 け ら れ て お り 、 こ の
ス テ ー タ ２ ０ の 内 周 面 に は 、 電 磁 石 ９ ａ ， ９ ｂ が 埋 設 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ２ ０ 】
　 永 久 磁 石 ８ ａ と 電 磁 石 ９ ａ と が 対 向 す る こ と に よ っ て 、 プ リ ズ ム 回 動 用 駆 動 装 置 １ ０ が
構 成 さ れ る 。 こ の プ リ ズ ム 回 動 用 駆 動 装 置 １ ０ は 、 永 久 磁 石 ８ ａ 側 を ロ ー タ 、 電 磁 石 ９ ａ
側 を ス テ ー タ と す る 電 動 機 （ 電 動 モ ー タ ） を 構 成 し て い る 。 こ の た め 、 図 示 せ ぬ 制 御 装 置
に よ っ て 、 プ リ ズ ム 回 動 用 駆 動 装 置 １ ０ が 所 定 の 方 向 へ 回 動 す る と 、 プ リ ズ ム ２ ｃ は 、 所
定 の 方 向 へ 所 要 量 だ け 回 動 す る 。
　 永 久 磁 石 ８ ｂ と 電 磁 石 ９ ｂ と が 対 向 す る こ と に よ っ て 、 レ ン ズ 上 下 動 用 駆 動 装 置 １ １ が
構 成 さ れ る 。 レ ン ズ 上 下 動 用 駆 動 装 置 １ １ は 、 永 久 磁 石 ８ ｂ 側 を ロ ー タ 、 電 磁 石 ９ ｂ 側 を
ス テ ー タ と す る 電 動 機 （ 電 動 モ ー タ ） を 構 成 し て い る 。 こ の た め 、 制 御 装 置 ６ （ 図 ２ 参 照
） に よ っ て 、 レ ン ズ 上 下 動 用 駆 動 装 置 １ １ が 所 定 の 方 向 へ 所 要 量 だ け 回 動 す る と 、 対 物 光
学 系 ２ ａ は 、 所 定 の 方 向 へ 所 要 量 だ け 回 動 す る 。 こ の 回 動 に よ っ て 、 雌 ね じ １ ５ ｂ が 回 動
す る た め 、 雌 ね じ １ ５ ｂ は 雄 ね じ １ ６ ｂ に 沿 っ て 、 所 定 の 方 向 へ 、 例 え ば 、 上 方 ま た は 下
方 へ 移 動 す る 。
　 す な わ ち 、 雌 ね じ １ ５ ｂ が 雄 ね じ １ ６ ｂ に 沿 っ て 上 下 方 向 へ 移 動 す る こ と に よ っ て 、 保
持 枠 １ ５ が 上 下 方 向 へ 移 動 す る 。 こ の と き 、 保 持 枠 １ ５ は 上 下 方 向 へ の 移 動 と 共 に 、 光 軸
Ｌ を 中 心 に し て 回 動 す る が 、 保 持 枠 １ ４ は 、 保 持 枠 １ ５ の 回 動 に 連 動 す る こ と は な く 、 プ
リ ズ ム 回 動 用 駆 動 装 置 １ ０ に よ っ て 、 回 動 を 制 御 さ れ て い る 。 つ ま り 、 レ ン ズ 系 ２ ａ が 回
動 し て も 、 プ リ ズ ム 回 動 用 駆 動 装 置 １ ０ に よ っ て 、 プ リ ズ ム ２ ｃ は 回 動 を 制 止 さ れ て い る
。
　 こ の よ う に 、 プ リ ズ ム ２ ｃ が 所 定 の 方 向 へ 所 要 量 だ け 回 動 す る こ と に よ っ て 、 画 角 が 調
節 さ れ 、 保 持 枠 １ ５ が 上 下 方 向 へ 移 動 す る こ と に よ っ て 、 被 写 体 の ピ ン ト 調 節 が で き 、 内
視 鏡 １ ０ ０ は 、 臓 器 内 の 前 方 、 側 方 、 後 方 の 広 範 囲 の 撮 影 が で き る と と も に 、 内 視 鏡 １ ０
０ に 接 触 ま た は 近 接 す る 部 位 を 容 易 に 接 写 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ４ は 、 本 実 施 形 態 の カ プ セ ル 型 の 内 視 鏡 の 停 止 装 置 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 ４ に 示 す
よ う に 、 カ プ セ ル 型 の 内 視 鏡 １ ０ ０ は 、 前 記 し た よ う に 筒 状 の カ プ セ ル １ ９ の 両 側 に 透 明
カ バ ー ３ ,３ を 装 着 し て い る 。 カ プ セ ル １ ９ に は 、 そ の 円 周 上 に 複 数 の 支 柱 １ ９ ａ が ほ ぼ
等 間 隔 に 設 け ら れ て お り 、 支 柱 １ ９ ａ と 支 柱 １ ９ ａ と の 間 に は 膨 張 部 材 １ ２ ａ が 設 け ら れ
て い る 。 膨 張 部 材 １ ２ ａ は 、 合 成 樹 脂 や ゴ ム な ど の 弾 性 体 を 素 材 と し て お り 、 ガ ス ボ ン ベ
１ ２ ｂ か ら 供 給 さ れ た ヘ リ ウ ム ガ ス に よ り 膨 張 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 次 に 、 カ プ セ ル 型 の 内 視 鏡 の 動 作 を 図 １ ～ 図 ４ を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 図 １ に 示 す よ う に 、 カ プ セ ル 型 の 内 視 鏡 １ ０ ０ は 、 例 え ば 、 患 者 （ 図 略 ） の 口 か ら 飲 み
込 ま れ る こ と に よ り 体 腔 内 管 路 （ 図 略 ） を 通 っ て 、 体 腔 内 管 路 の 内 壁 面 を 撮 る 。 体 腔 内 管
路 は 、 照 明 装 置 １ に よ っ て 照 明 さ れ 、 撮 像 装 置 ２ に よ っ て 撮 影 さ れ る 。 撮 像 装 置 ２ に は プ
リ ズ ム ２ ｃ が 設 け ら れ て い る た め 、 プ リ ズ ム ２ ｃ を 所 定 の 方 向 に 回 動 さ せ る こ と に よ り 、
内 視 鏡 １ ０ ０ の 前 方 、 側 方 、 後 方 を 精 密 に 撮 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 プ リ ズ ム ２ ｃ は 、 プ リ ズ ム 回 動 用 駆 動 装 置 １ ０ に よ っ て 、 光 軸 Ｌ を
中 心 に 回 動 す る 。 レ ン ズ 系 （ 対 物 光 学 系 ） ２ ａ は 、 レ ン ズ 上 下 動 用 駆 動 装 置 １ １ に よ っ て
、 光 軸 Ｌ に 沿 っ た 方 向 に 移 動 す る （ 図 ３ の 上 下 方 向 ） 。
　 プ リ ズ ム 回 動 用 駆 動 装 置 １ ０ と レ ン ズ 上 下 動 用 駆 動 装 置 １ １ と は 、 そ れ ぞ れ 、 永 久 磁 石
８ ａ ， ８ ｂ と 電 磁 石 ９ ａ ， ９ ｂ と か ら 構 成 さ れ て い る た め 、 こ れ ら は 電 動 機 の 原 理 を 用 い
た 構 成 と な っ て お り 、 永 久 磁 石 ８ ａ ， ８ ｂ が ロ ー タ の 働 き を し 、 電 磁 石 ９ ａ ， ９ ｂ が ス テ
ー タ （ 固 定 子 ） の 働 き を し て い る 。 こ れ に よ っ て 、 電 磁 石 ９ ａ ， ９ ｂ が 制 御 装 置 ６ に よ っ
て 制 御 さ れ る と 、 プ リ ズ ム 回 動 用 駆 動 装 置 １ ０ と レ ン ズ 上 下 動 用 駆 動 装 置 １ １ と は 、 そ れ
ぞ れ 、 所 定 の 方 向 へ 所 定 量 だ け 回 動 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 す な わ ち 、 被 写 体 か ら 輻 射 さ れ た 受 光 光 線 （ 図 略 ） は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 プ リ ズ ム ２
ｃ で 屈 曲 さ れ 、 凸 レ ン ズ ２ ａ ａ 、 凹 レ ン ズ ２ ａ ｂ を 通 っ て 撮 像 素 子 で あ る Ｃ Ｃ Ｄ イ メ ー ジ
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ャ ー ２ ｂ で 受 光 さ れ 、 画 像 と し て 認 識 さ れ る 。
　 こ の 画 像 は 符 号 化 さ れ 、 符 号 化 さ れ た 画 像 信 号 は 、 無 線 通 信 装 置 ４ を 介 し て 、 体 外 の 受
信 装 置 （ 外 部 制 御 シ ス テ ム １ ３ ） （ 図 ２ 参 照 ） に 送 信 さ れ る 。 受 信 装 置 （ 外 部 制 御 シ ス テ
ム １ ３ ） （ 図 ２ 参 照 ） は 、 そ の 画 像 信 号 を 復 号 し て 表 示 装 置 （ 図 略 ） に 表 示 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 さ ら に 、 内 視 鏡 １ ０ ０ に は 、 膨 張 部 材 １ ２ ａ を 備 え た 停 止 装 置 １ ２ が 設 け ら れ て い る 。
こ の た め 、 内 視 鏡 １ ０ ０ は 、 体 腔 内 管 路 （ 図 略 ） で 停 止 す る こ と が で き て 、 臓 器 な ど の 被
写 体 を 精 密 に 撮 る こ と が で き る 。
　 図 １ 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 内 視 鏡 １ ０ ０ の カ プ セ ル １ ９ 内 に は 、 ガ ス ボ ン ベ １ ２ ｂ が 設
け ら れ て い る 。 ガ ス ボ ン ベ １ ２ ｂ が 、 ガ ス ボ ン ベ １ ２ ｂ 内 の 液 化 ガ ス を 気 化 さ せ て 噴 出 す
る こ と に よ っ て 、 膨 張 部 材 １ ２ ａ が 支 柱 １ ９ ａ と 支 柱 １ ９ ａ と の 間 で ド ー ム 状 に 膨 張 す る
。 す な わ ち 、 医 師 が 内 視 鏡 １ ０ ０ の 移 動 を 停 止 す る た め に 、 停 止 制 御 信 号 （ 図 略 ） を 外 部
制 御 シ ス テ ム １ ３ を 用 い て 無 線 通 信 装 置 ４ へ 送 信 す る 。 こ の 停 止 制 御 信 号 （ 図 略 ） に よ っ
て 制 御 装 置 ６ は 、 ガ ス ボ ン ベ １ ２ ｂ を 制 御 し て 、 ガ ス ボ ン ベ １ ２ ｂ 内 の 液 化 ガ ス を 気 化 さ
せ て ガ ス を 噴 出 さ せ る 。 こ れ に よ っ て 、 膨 張 部 材 １ ２ ａ が 膨 張 し て 、 内 視 鏡 １ ０ ０ の 側 方
へ 膨 張 部 材 １ ２ ａ を 大 き く 膨 張 さ せ る と 、 膨 張 部 材 １ ２ ａ が 体 腔 内 管 路 の 内 壁 面 （ 図 略 ）
に 圧 接 し て 、 内 視 鏡 １ ０ ０ は 、 所 定 の 位 置 に 停 止 す る 。 こ の 膨 張 部 材 １ ２ ａ は 、 膨 張 可 能
な 弾 性 素 材 で 形 成 さ れ て お り 、 カ プ セ ル １ ９ に 内 蔵 さ れ た ガ ス ボ ン ベ １ ２ ｂ か ら 気 体 （ ガ
ス ） が 供 給 さ れ る こ と に よ り 膨 張 す る 。 そ し て 、 内 視 鏡 １ ０ ０ は 、 撮 影 の た め に 停 止 し て
い た 体 腔 内 で 、 移 動 を 再 開 す る 場 合 に は 、 膨 張 部 材 １ ２ ａ の 内 部 の ガ ス を 排 出 し て 、 膨 張
部 材 １ ２ ａ を 収 縮 さ せ る 。 な お 、 液 化 ガ ス は 、 ヘ リ ウ ム ガ ス な ど で あ る 。
　 こ の ガ ス の 噴 出 に よ っ て 複 数 の 膨 張 部 材 １ ２ ａ が 複 数 の 支 柱 １ ９ ａ の 間 で 各 々 膨 張 す る
。 こ れ に よ っ て 、 内 視 鏡 １ ０ ０ が 所 望 の 位 置 で 停 止 し 、 こ の 停 止 し た 体 腔 内 管 路 の 内 壁 面
を 撮 る こ と が で き る 。 つ ま り 、 臓 器 や 体 腔 内 管 路 の 内 壁 面 の 患 部 を 詳 細 に 監 視 ・ 撮 影 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 以 上 好 ま し い 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は 前 記 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も
の で は な く 、 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 す る こ と の な い 範 囲 内 に お い て 適 宜 の 変 更 や 改 造 が 可 能
な も の で あ り 、 本 発 明 は 、 こ の 変 更 や 改 造 さ れ た 発 明 に も 及 ぶ こ と は 当 然 で あ る 。 例 え ば
、 本 発 明 は 、 照 明 装 置 と し て 発 光 ダ イ オ ー ド を 用 い て 説 明 し た が 、 発 光 ダ イ オ ー ド に 限 る
も の で は な く 、 赤 外 線 ラ ン プ で あ っ て も 良 い し 、 そ の 他 の 照 明 装 置 で あ っ て も 構 わ な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 図 １ 】 本 実 施 形 態 に 係 る カ プ セ ル 型 の 内 視 鏡 を 示 す 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 実 施 形 態 に 係 る カ プ セ ル 型 の 内 視 鏡 の 機 能 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 実 施 形 態 に 係 る カ プ セ ル 型 の 内 視 鏡 の 撮 像 装 置 の 詳 細 を 示 し 、 図 １ に お け る Ａ
部 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 実 施 形 態 に 係 る カ プ セ ル 型 の 内 視 鏡 の 停 止 装 置 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 例 に 係 る カ プ セ ル 型 の 内 視 鏡 を 示 す 構 成 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 １ 　 　 　 照 明 装 置
　 ２ 　 　 　 撮 像 装 置
　 ２ ａ 　 　 レ ン ズ 系 （ 対 物 光 学 系 ）
　 ２ ａ ａ 　 凸 レ ン ズ
　 ２ ａ ｂ 　 凹 レ ン ズ
　 ２ ｂ 　 　 撮 像 素 子 （ Ｃ Ｃ Ｄ イ メ ー ジ ャ ー ）
　 ２ ｃ 　 　 プ リ ズ ム
　 ３ 　 　 　 透 明 カ バ ー
　 ４ 　 　 　 無 線 通 信 装 置
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　 ５ 　 　 　 駆 動 装 置
　 ６ 　 　 　 制 御 装 置
　 ７ 　 　 　 電 源 装 置
　 ８ ａ ,８ ｂ 　 　 永 久 磁 石
　 ９ ａ ,９ ｂ 　 　 電 磁 石
１ ０ 　 　 　 プ リ ズ ム 回 動 用 駆 動 装 置
１ １ 　 　 　 レ ン ズ 上 下 動 用 駆 動 装 置
１ ２ 　 　 　 停 止 装 置
１ ２ ａ 　 　 膨 張 部 材
１ ２ ｂ 　 　 ガ ス ボ ン ベ
１ ３ 　 　 　 外 部 制 御 シ ス テ ム
１ ４ ,１ ５ ,１ ６ 　 　 保 持 枠
１ ４ ａ ,１ ５ ａ 　 　 摺 動 部
１ ５ ｂ 　 　 ね じ 部 （ 雌 ね じ ）
１ ６ ｂ 　 　 ね じ 部 （ 雄 ね じ ）
１ ７ 　 　 　 固 定 枠
１ ８ 　 　 　 ね じ
１ ９ 　 　 　 カ プ セ ル
１ ９ ａ 　 　 支 柱
１ ０ ０ 　 　 内 視 鏡 （ カ プ セ ル 型 の 内 視 鏡 ）
　 Ｌ 　 　 　 光 軸
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种胶囊内窥镜，其能够在器官内的前，侧面和后
部拍摄广泛的图像，并且能够轻松拍摄靠近内窥镜的部分的特写图像。 
胶囊型内窥镜100包括：照明装置（1），其对被摄体进行照明；以及成
像装置（2），其对被摄体进行摄像。 设置有物镜光学系统2a和设置在
物镜光学系统2a的被摄体侧且以光轴L为中心的棱镜2c，棱镜2c以光轴L
为中心旋转。 另外，设置有用于使内窥镜100的移动停止的停止装置
12，在停止装置12上设有以圆顶状膨胀的多个膨胀构件12a。 [选型图]图
1

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/457ca12c-0663-42c4-96a6-d700e97e9270
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/036028897/publication/JP2006051050A?q=JP2006051050A

